
 

 

中部イノベ―ション創出共同体 

産業技術の芽 

小粒径ポーラスコンクリートを利用した環境対応型コンクリート 

各種産業廃棄物を使用した小粒径ポーラスコンクリートの製造技術 

技術分野分類  5201：土木材料・施工・建設マネジメント 

技術キーワード  A：コンクリート 

産 業 分 類  E-21：窯業・土石製品製造業 
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概  要 

 

本研究では、0.6～2.5mm の小さい粒径を有する各種産業廃棄物（電気炉酸

化スラグ、砕石くず、陶磁器くず、発泡ガラス）をポーラスコンクリート用骨

材として利用することを目的とし、その製造方法や各種特性について検討し

た。その結果、使用ミキサや調合条件により、製造過程でコンクリート塊が発

生する可能性はあるものの、上記の条件をうまく調整することにより、良好な

ポーラスコンクリート（以下、小粒径ポーラスコンクリート）が得られた。ま

た、重金属の溶出試験結果から、本実験で検討した小粒径ポーラスコンクリー

トの溶出量は、すべて環境基準値以下であることが確認できた。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

本研究では、これまでにあまり利用されていない産業廃棄物の小粒径部分が利

用できるため、産業廃棄物の有効活用範囲の拡大が期待できる。また、使用骨

材を従来のポーラスコンクリート（骨材粒径：2.5～20mm）より小径化させ

ることで、強度特性は維持したまま(図参照)、保水性能や揚水性能を大幅に向

上させることが可能となった。 

本技術の 

有用性 

良好な保水性能や揚水性能を生かし、ヒートアイランド対策を目的とした歩道

用ブロックなどとしての効果が期待できる。また、光触媒との複合化による有

効性などについても確認された。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 歩道や駐車場用の保水ブロック、揚水ブロックなど 
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図 骨材に産業廃棄物を使用した

小粒径ポーラスコンクリート

の圧縮強度と空隙率との関係 

(一例) 
0

20
40
60
80

100
120
140
160

0 10 20 30 40

●：電気炉酸化スラグA

y = 140e-0.08x（ R2 = 0.99 ）

○：電気炉酸化スラグB

y = 140e-0.08x（ R2 = 0.98 ）

◇：陶磁器くず

y = 140e-0.08x（ R2 = 0.99 ）
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